
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ９月定例議会は、８月２３日から９月１９日まで開かれ、市長提案の４２議

案、請願１件、議員提案の意見書９件について審議しました。日本共産党甲賀

市議団は、市政の問題点を追及、市民の要求実現へ積極的に発言しました。 

９
月
議
会
で
は
、
議
案
提
案
権
を
生
か
し
て
５
件
の
意
見

書
を
提
案
。
こ
の
う
ち
「
原
子
力
防
災
備
品
の
財
政
支
援
」「
核

兵
器
禁
止
条
約
の
す
み
や
か
な
交
渉
開
始
」
は
、
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
が
紹
介
議
員
と
な
っ
て

提
出
し
た
請
願
は
不
採
択
で
し
た
。 

 

平
成
２３
年
度
各
会
計
決
算
認
定
を
中
心
に
議
論
さ

れ
た
９
月
定
例
議
会
。
日
本
共
産
党
は
、
安
井
直
明
、

小
松
正
人
、
山
岡
光
広
、
小
西
喜
代
次
の
各
議
員
が
、

議
案
質
疑
や
一
般
質
問
、
委
員
会
審
議
な
ど
で
積
極
的

に
発
言
。
市
民
の
利
益
を
守
る
立
場
か
ら
、
要
求
実
現

と
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
役
と
し
て
鋭
く
迫
り
ま
し
た
。 

 

決
算
認
定
に
あ
た
っ

て
は
、
市
民
の
大
切
な
税

金
が
市
民
の
暮
ら
し
と

福
祉
を
守
る
こ
と
、
安

 一般会計決算特別委員会は９月７日・１０日・１１日・１２日の４日間

集中審査を行いました。日本共産党からは、山岡光広議員が副委員長とし

て、小松正人議員とともに、市民の目線で予算執行をチェック。今後に生

かすべき問題点を指摘しました。 

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
つ
予
算
執
行
に

な
っ
て
い
る
か
、
具
体
的

事
例
を
示
し
、
評
価
す
る

点
、
問
題
点
を
明
ら
か
に

し
て
討
論
し
ま
し
た
。 

 

柏
木
小
学
校
耐
震
工

事
契
約
の
変
更
議
案
は
、

安
井
議
員
の
質
疑
通
告

で
問
題
が
発
覚
す
る
事

態
と
な
り
、
議
会
の
議
決

を
経
な
い
ま
ま
工
事
を

着
工
し
後
に
議
案
と
し

て
提
案
。
そ
の
後
、
市
長

自
身
が
「
不
備
が
あ
っ

た
」
と
陳
謝
し
ま
し
た
が

「
地
方
自
治
法
に
反
す

る
議
案
は
賛
成
で
き
な

い
」
と
、
工
事
の
必
要
性

は
認
め
な
が
ら
も
、
反
対

の
態
度
を
と
り
ま
し
た
。 

 日本共産党湖南地区議員団は８月１０日上京し、切

実な要求実現へ政府各省と交渉しました。交渉には甲

賀市から、小松・山岡議員が参加しました。 

「特別養護老人ホームを増設して…」５１５６筆の

要望署名（第一次）を８月８日、市長に届けま 
した。市内の待機者は約４００名。今後３ 
年間の増設計画は１０８床。増設の願 
いは切実です。さらに署名のご 
   協力をお願いします。 

主な議案 提案 賛成討論 反対討論 日本共産党 清風クラブ 甲政クラブ 正政会 公明党

23年度一般会計決算認定 市長 村山庄衛 山岡光広 ● ○ ○※ ○※ ○

２３年度国民健康保険特別会計決算認定 市長 中島茂 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

２３年度後期高齢者医療特別会計決算認定 市長 鵜飼勲 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

２３年度介護保険特別会計決算認定 市長 橋本律子 小西喜代次 ● ○ ○ ○ ○

２４年度一般会計補正予算 市長 ○ ○ ○ ○ ○

柏木小学校耐震補強工事契約議決の変更についての議案（議会の議決なしに工事執行 市長 鵜飼勲 土山・安井 ● ○ ● ● ○

陸上自衛隊饗庭野演習場における日米合同演習の中止を求める請願
ふるさと連

絡会
山岡光広 谷永兼二 ○ ● ● ● ●

地球温暖化対策に関する「地方財源の確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書 服部治男 ○ ○ ○ ○ ○

「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対する早急な規制強化等を求める意見書 白坂萬里子 ○ ○ ○ ○ ○

自治体における防災・減災のための事業に対する国の財政支援を求める意見書 加藤和孝 ○ ○ ○ ○ ○

基礎自治体への円滑な権限移譲にむけた支援策の充実を求める意見書 中西弥兵衛 ○ ○ ○ ○ ○

原子力防災にかかる備品整備のための財政支援を求める意見書 山岡光広 ○ ○ ○ ○※ ○

障害者総合支援法の廃止を求める意見書 山岡光広 ○ ● ● ● ●

セーフティネットとしての生活保護制度の改悪を許さず充実を求める意見書 安井直明 山岡光広 なし ○ ● ● ● ●

核兵器禁止条約のすみやかな交渉開始を求める意見書 小松正人 ○ ○ ● ● ○

危険な米軍輸送機オスプレイの配備撤回を求める意見書 小西喜代次 ○ ● ● ● ●

討論なし

※「一般会計」採決で甲政クラブの※は木村・葛原議員が反対、正政会の石川議員が反対。意見書の正政会※は石川議員が反対。

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし

討論なし
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小西喜代次 
信楽町勅旨 

℡  83-0765 
Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 
Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 
Fax 86-0415 

小松 正人 
水口町名坂 128 

℡ 62-9652 
Fax 76-0150 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆市政運営は「住民の声」を優先に◆い

じめの実態と問題解消にむけて◆太陽

光発電に市の独自補助を◆生活保護行

政の現状と扶養義務について 

 ９月議会一般質問には、１３名の議員がたちました。日

本共産党の安井直明、山岡光広、小西喜代次、小松正人の

各議員（届出・発言順）の質問と答弁要旨は次の通り。 

問 

福
井
原
発
群
に
お
け
る
活
断
層
と
破
砕
帯

の
徹
底
調
査
、
立
地
上
適
地
と
な
ら
な
い
場
合

は
即
廃
炉
に
。
地
域
防
災
計
画
の
地
震
想
定
を

抜
本
的
に
見
直
し
す
べ
き
。
原
発
防
災
備
品
に

つ
い
て
は
国
に
財
政
支
援
を
求
め
る
べ
き
。 

市
長 

国
に
お
い
て
廃
炉
決
定
な
ど
適
切
な
判

断
が
な
さ
れ
る
も
の
。
国
の
最
新
デ
ー
タ
を
ふ

ま
え
な
が
ら
被
害
予
測
を
再
検
証
し
地
域
防
災

計
画
に
反
映
し
た
い
。
原
子
力
防
災
は
、
国
の

責
任
と
負
担
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
。 

問 

新
庁
舎
や
公
共
施
設
で
の
環
境
配
慮
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
よ
り
安
く
て
効

率
が
良
い
高
反
射
型
蛍
光
灯
の
整
備
を
。 

副
市
長 

太
陽
光
・
地
中
熱
な
ど
、
技
術
的
・

環
境
性
・
経
済
性
な
ど
を
多
方
面
か
ら
検
討
し

て
実
施
。
費
用
対
効
果
を
検
討
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
だ

け
で
な
く
省
エ
ネ
型
蛍
光
灯
に
更
新
し
た
い
。 

問 

土
山
と
信
楽
に
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
が
で

き
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
保
健
師
は
増
え
て

い
な
い
。
保
健
師
の
増
員
と
専
門
職
が
生
か
せ

る
職
場
環
境
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

当
分
の
間
は
現
体
制
で
対
応

で
き
る
も
の
。
本
来
の
保
健
師
業
務
が
で
き
る

よ
う
適
正
な
職
員
配
置
に
努
め
る
。 

問 

児
童
ク
ラ
ブ
の
一
部
で
条
例
に
規
定
の
な

い
延
長
保
育
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。 

健
康
福
祉
部
長 
市
内
統
一
し
た
制
度
と
な
る

よ
う
調
整
を
す
す
め
る
。 

問 

市
内
の
あ
る
市
営
住
宅
で
起
き
た
娘
に
よ

る
母
親
殺
傷
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
は
、
関
係

機
関
に
よ
る
連
携
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。 

市
長 

対
応
に
問
題
は
な
か
っ
た
と
判
断
す

る
。
今
後
は
専
門
機
関
と
必
要
な
連
携
を
と
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

精
神
疾
患
の
方
で
緊
急
を
要

す
る
時
、
関
係
機
関
で
チ
ー
ム
支
援
す
る
。 

問 

建
て
替
え
で
入
居
停
止
の
市
営
住
宅
は
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
、
剥
が
れ
た
瓦
、
地
域
猫
の
出

入
り
な
ど
環
境
悪
化
が
著
し
い
。
対
応
は
。 

市
長 

用
途
廃
止
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
間
見

直
し
を
図
り
、
入
居
者
の
意
向
を
聞
き
、
可
能

な
団
地
か
ら
順
次
建
て
替
え
や
取
り
壊
し
を
し

て
適
時
対
応
す
る
。 

建
設
部
長 

ご
指
摘
の
住
宅
は
、
入
居
者
と
調

整
を
図
り
、
取
り
壊
し
も
含
め
て
対
処
す
る
。 

問 

小
学
生
の
広
島
平
和
記
念
式
典
の
参
加
枠

の
拡
充
と
平
和
教
育
に
つ
い
て
。 

市
長 

参
加
枠
は
拡
大
す
る
。
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
平
和
経
験
を
提
供
し
た
い
。 

教
育
長 

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を

学
ぶ
平
和
教
育
で
市
内
小
中
学
生
の
積
極
的
な

世
界
平
和
に
貢
献
す
る
人
づ
く
り
を
め
ざ
す
。 

問 

甲
賀
市
都
市
農
村
交
流
事
業
に
つ
い
て
。 

市
長 

民
泊
は
、
農
村
の
活
性
化
を
生
み
だ
す
。 

産
業
経
済
部
長 

都
市
農
村
交
流
推
進
協
議
会

が
中
学
生
の
教
育
旅
行
を
受
け
入
れ
る
。 

◆大規模地震と原発立地、地域防災計

画◆環境配慮型と自治体の節電対策◆

保健師の増員と専門職が生かせる職場

環境◆児童クラブの延長保育料 

◆特別養護老人ホームの増設を◆高す

ぎる国保税引き下げ窓口負担の軽減◆

中学校卒業までの医療費無料化の拡充

◆公共交通に乗車補助・コミバスの改善 

◆「心の健康」障害者を支える関係機関

の連携◆市営住宅の環境整備◆小学生

の広島平和記念式典参加枠の拡充と平

和教育◆都市農村交流事業の推進 

問 

特
養
ホ
ー
ム
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う

５
１
５
６
筆
の
署
名
を
添
え
て
の
申
入
れ
に
市

長
は
「
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
」
と
回
答
。
今

後
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
の
か
。 

市
長 

ま
ず
は
、「
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

で
の
整
備
を
着
実
に
す
す
め
た
い
。 

問 

特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
費
用
は
、
負
担
の
限
界

を
超
え
て
い
る
。
市
独
自
の
軽
減
措
置
が
必
要
で

は
な
い
か
。 

市
長 

市
独
自
の
軽
減
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。

現
行
制
度
で
対
応
し
た
い
。 

問 

高
す
ぎ
る
国
保
税
を
払
え
る
保
険
税
に
引

き
下
げ
る
よ
う
求
め
る
。 

市
長 

今
後
の
基
金
運
用
や
、
負
担
と
給
付
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
極
め
判
断
し
た
い
。 

問 

受
診
控
え
の
原
因
に
高
い
窓
口
負
担
が
あ

る
。
国
保
法
４４
条
に
基
づ
く
医
療
費
の
窓
口
負

担
軽
減
制
度
の
拡
大
を
。 

市
長 

当
分
の
間
、
現
行
制
度
で
推
移
を
見
守
り

た
い
。 

問 

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
外
来
医
療

費
無
料
化
を
、
段
階
的
に
で
も
拡
大
す
べ
き
。 

市
長 
必
要
な
財
源
確
保
に
努
力
し
、
子
ど
も
応

援
団
の
見
地
で
判
断
し
た
い
。 

問 

高
齢
者
、
障
が
い
者
に
信
楽
高
原
鉄
道
や
市

コ
ミ
バ
ス
へ
の
乗
車
補
助
を
求
め
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

制
度
拡
大
は
考
え
て
な
い
。 

問 

貴
生
川
の
幼
保
園
廃
止
や
、
地
域
情
報
化
、

庁
舎
建
設
な
ど
、
市
政
運
営
の
進
め
方
は
市
民
に

説
明
責
任
を
果
た
し
「
住
民
の
声
を
」
優
先
に
十

分
な
議
論
を
す
べ
き
だ
が
、
急
ぎ
す
ぎ
で
は
。 

市
長 

各
審
議
会
や
委
員
会
も
「
一
人
一
役
」
に

と
配
慮
す
る
な
ど
生
の
声
を
反
映
す
る
よ
う
に

努
め
て
き
た
。 

問 

大
津
市
の
い
じ
め
事
件
を
教
訓
に
、
甲
賀
市

の
実
態
と
問
題
解
消
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

教
育
部
長 

平
成
21
年
度
か
ら
現
在
ま
で
「
い
じ

め
の
件
数
」
は
13
件
。
ま
た
、
今
年
１
月
か
ら
「
疑

い
の
あ
る
事
案
」
は
、
現
在
ま
で
45
件
。
小
学
５

年
か
ら
中
学
２
年
で
事
案
が
多
く
な
る
傾
向
で

本
市
も
ほ
ぼ
同
様
。
内
容
は
、
「
ひ
や
か
し
」
や

「
か
ら
か
い
」
に
よ
る
も
の
10
件
な
ど
。
い
じ
め

対
策
は
、
ケ
ー
ス
会
議
や
対
策
会
議
で
協
議
し
て

い
る
。 

問 

原
発
撤
退
の
声
は
日
増
し
に
大
き
い
。
太
陽

光
発
電
な
ど
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
ど
う
か
、 

市
民
環
境
部
長 

設

置

費

用

が

高

い

は

81
％

。

設

置

補

助

が

必

要

は

70
％

。 

問 

市
の
独
自
補
助
を
す
べ
き
だ
。 

市
長 

個
人
向
け
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
が
、

公
的
な
施
設
や
地
域
な
ど
で
の
導
入
促
進
効
果

の
向
上
を
考
え
て
い
る
。 

問 

生
活
保
護
の
現
状
と
扶
養
義
務
に
つ
い
て 

健
康
福
祉
部
長 

開
始
は
59
件
、
却
下
が
１
件
。

扶
養
義
務
は
保
護
に
優
先
、
開
始
要
件
で
な
い
。 




